
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

昭和 32 年 （19う7） 2 ・3 月 日本動物学会第 27 回大会記事 39

日 本 動 物 学 会 第 27 回 （金 沢）大 会 記 事

　第 27 回大会 は 昭 和 31 年 10 月 100）13 日 に わ た っ て 金 沢大掌 に於 て 開催 さ れ， 参加 全員 345 名， 一

般 講演 312 題 に 及 ぶ 盛 会で あ つ た 。一
般 講 演は δ 会場 に お い て 同時 に 行わ れ ，金 沢大学法 文学部階段教室

斗 嵳，中講堂及 び 教 育学部音楽 ホ ール が こ れ に 当 て ら れ た。そ の 他 に 郷 土動物展 覧 室 ・休憩室 （学生 ホ ール 〉

等 が 用意 され た D

　大会並 に 関係行事 は次の 通 りで あ つ た o

　 L　評議員会並 に 学術会議連 絡委員会 〔10 月 9 口．丸越 百 貨店食堂別量） 定例評議員会 は 午援 3 時 よ

り開催，引続 き夕 食 を 共 に しつ つ 学術会議動物学研究連緒委員会 が 行 わ れ た。

　2．総会並 に 受賞者 講演 （第 2 日，！0 月 11 日，午後 1 時
〜3 時，法文学部 中講堂〕。

　総会後 ，次 の 31 年 度動物学会受賞者記念講演 が 行 わ れ た ．朝 比 奈 正 二 郎 　 ム カ シ ト ン ボ の 形 態学的 研究 。

　3． 一一
般 講演 （10 月 玉0 日，H 日）

会場 第 1 日 〔講 演 番 号）
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IHnnVV （発 生 ．実 験 形態）　　No ・　101n−，129

（発生 。実験 形 態）　　No ・　201〜226

（生 　　‘匕 9 生 　　理）　　No ・　30 玉〜336

（生 　　態 ．生 　　遜）　　f丶10．　40 薹〜434

（分 　　類 ・ヲ≡彡　　態）　　No ．　501−“552

（形　　態 引i貴　　伝）　　No ．　60 董〜628

第 2 日 　 （講 　演 　番 　号 ）

（発 生 ・実 験 形態） No ．13  N151

（発 生 ・実 験 形態＞ No ．227〜251

（生 理 ）　　No 、　337〜：｝56

（生態）　　No ．　435（♂459

（形態 原゚生 動 物）　　No ．　533−v548

（形態 ・コb 理 ●生 態）　　No 　　629 〜647

　4． 分科討論会 （第 3 日 ， 10 月 12日）

　〔実験形態学〕 主題 ： 神経分泌及び下 等 脊推動物の 脳 下 垂体 の 譏能。宮脇 三 春 （北学大）， 松本邦 夫 （岡

山 大 ・理 ），花岡謹
一

郎 。 大津　高 （山形大 ・文 理 ）， 熊本轌 詈 （和医大）， 榎 並　仁 （群 羈大 ・医）， 夭塚 外

次 〔広 島鈴峰女短大）， 朝山新
一 （大市大 。理 工 ）， 牧野佐 二 郎 （北大 ・理 ）。

　〔生 理学〕　主題 1 ： 魚卵 の 生 理 。 久 佐　守 （山形大 ・文 理 ）， 狩 野 康比 古 （北大 ・瑠 〉， 山本時男 （名大 ・

理 ）， 石 田 寿 老 （東 大 ・教養）。

主題 H ：　 メ ラ ニ ン 形成 。 菱 田富雄 （名大 ・理 ）， 大西英爾 （都立大 ・理）， 萩田善一 （阪 大 ・医）， 加藤 　勝

（京 大 ・理 ）。

　〔生 髞学 〕　主題 ； 動物に お け る地理 的分布 と麺 の 分化 。 太 田 嘉 四夫 〔北大 ・農）， 川村智治郎 （広大 ・理 〕，

八 木誠 政 〔信州大 ・繊）。

　〔分類 学〕 各専問的の 動物群の 現状 の 展望。御生 亮 三 （瓜大 ・理）， 鈴木 　実　（東教大 。理）， 沢田　勇

（奈良学 大）， 鈴木正将 （広大 ・理）， 平嶋義宏 （九大 ・農）， 堀　克重 〔金沢大 ・理〕， 中根猛 彦 （西京大 ・農 ），

朝 比 奈 正 二 郎 （予 研）。

　〔原生動物学 〕 病源性鞭 毛虫類 の 変異 に関す る諸問 題 。 猪木正 藁 （阪大 ・微硫）。

　s、研究集会

　研究者懇談会。第 1HC 」O 日）午後 7時 。上 野 益 三 ，
ヘ ル シ ン キ に お け る国際陸水学会 。

　ネ ズ ミ 研究 グ ル 冖プ 公開討論会。第 2 日 （］1 ロ）午後 6 時 。群集礒究 と生 活史研究 の 統 t 。

　洞窟 地 下 水生 物研究会懇談会。第 3 目 （12 口）午後 4 時 。

　社会 性昆虫懇談会。第 1n （10 日 ）午径 4 時 。

　6．記念撮影 （第 1 日 ，　 10 月 10 日 ）12 時 。
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　金 沢大学内 ス ボ 冖ツ セ ン タ ーを便用 ， 天候不良を考慮 し ， 屋 内撮影 を 試み た 。

　7・懇親 会 第 2 日 〔10
』
月 11 日）6 時 30 分 。 岡 田会頭以下 156 名出席。田 谷 県 知 事 そ の 簡 の 観 迎

の 挨拶 の 俵 ， 余興 と し て 加賀宝 生 流 前 ば や し 及 び 金 沢芸 妓 連 の 山中節 の 紹 介 が あ つ た 。

　8．　見瓢 行　第 3，4　日　（】0　月　18
，
14　口）。

　第 1 班。市内見学 （九 谷 焼窯元 等），第 2 遊。奥能 登 見 学 （九十九湾鯛網 ， 時 国家 等）， 第 3 班。加 賀
．

湿泉 め ぐ り （山中， 片山津）， 第 4 班 。 越前永平寺 （永平寺 ・
東尋坊）， 第 5 班。黒部立 山方面 （遺 伝学会

rc合流）。

　9・郷 土 動物展 覧 室

　金 沢大学 ・富山大学 ・福井 自然 博物館共同で 北陸地方 の 持長的動物の 展 覧 を行 い ， 希望 者 に は ポ リエ チ レ

ン 袋 入 の 標晶 を提洪 した。主要出晶慓 品 ； 石川県産 ハ ツ タ ミ ミズ 1 サ ク ラ ゴ カ イ ， 河北潟産汽水 ハ イ ド ロ

ゾア ， 内灘砂 丘 産 イ カ リモ ン ハ ン ミ ヨ ウ ， 同 砂 丘 産イ ソ ドク グ モ
， 冨山湾産 ホ タ ル イカ ， 立 山産 オ コ ジ ヨ ，

モ モ ン ガ ー
， 福井県産 カ ニ 類 ， 北陸地方産昆虫類 ， そ の 他 に 金 沢市内 に 於 る モ リア オ ガ エ ル

，
ム サ サ ビ の 分

布状況並 に 生 態写真。

　こ   計画 は 熊野副委員長 の 発案 に よ るもの で ， 恐 らく大会最初の 試み と思 われ るが ， 多数 の 標品希望者が

あ り， 用意 した 漂品 は 殆 ど品 切 れ に 近 か つ た。　　　　　　　　　　　　
』
　　　　　　　　　　　　，二£

　〔後記〕 本大会準鰆委員会 （委員長　川島弘 ， 副委員長 　熊野 正雄）は 金 沢大学理 学部生 物学教室 に お か 　
‘

れ た が ， 終 始， 同教育学部 生物掌教室 ， 同医学部病 理 学 （石川）教室 ， 富山大学文 理 学 部 生 物 学教 室 ， 福 井

大学学芸学 部生物学教室 の 協力 を得 て 運営せ られ た 。

　金沢大学 理 学部動物学科 の 若手職員並 に 学生 は ， 本大会踊催 が 教室 研究費 に 影響 す る こ と を慮 り， 梅 鉢 幸

重 講師 を会長 と す る 高 中 学 校 生 徒 生 物実 験 講 習 会 を開設 ，
31 年 1 月 よ り ti月 に わ た る半ケ 年間 ， 全土 ・日

曜 を 以 て こ れ に 当 つ た 。 そ の 結果 ♪
7 月 に は そ の 収入 5 万円 を 準備委員会に 提洪す る こ とが 出来 た 。 こ の 5

万円 は 学会準備の 当初資 金 と し て 極 め て 貴重 な 4，の で あ つ た。ま た 講 習 会 自体 も学 生 達 の 熱意 に よ り，非常
に 真 面 日 に 行 わ れ た の で ，高 中 学 陵 か ら も 好評 を 得 た 。近 来 の 美談 と し て 特 に こ こ に 記 した い

。

受　賞　講　演 、

ム カ シ トン ボ の 形態学的研究　一 比較 形態 と系続一

　　　　　　 朝比奈　正 二 郎 （予研 ， 昆虫部 ）

　 ム カ シ ト y ボ （Epitiphlebia　stipei
’
stes ）は 現在蜻蛉 の 2 大 亜 目 の 何 九 に も入れ 難 く ， 中生 代 の 化石靖蛉 の

或 る もoec 近 い と云 わ n る本 邦 特 産 種 で ，同 属 の 他 の 1 種 （E ．　 laidlaWi） は ヒ マ ヲ ヤ 山中 に 産 し唯 1 涸

の 未熟幼虫が とれ た だ け の もの で あ る。

　 こ の ぼ究 の 目的 は ，
L 　 ム カ シ ト ン ボ の 分類学的位置 を明 らか に す る こ と，

2・蜻 蛤 目の 比較 形態学 を再

考察す る こ と，
3．蜻蛉類 の 系統 学 に 対 して 資料 を 提出す る こ とで あ るが ，

“ t べ て の 形態が発見 され 且 つ

説明 され ね ばならない
”

と い う Ferrisの 主 義 に 出来 る だ け 沿 うよ うに ， 且 つ 他群 の 昆虫体 に 於 け る 形態学

的 相同の 発見 に つ と め た e

　観察記載し た主な形態 は次 の 通 りで あ る．頭部の 分節 ， 前額 の 構造 ， 下 顎鬚の 外 来筋 ， 下 唇 の T 字 骨 と

筋肉 の 運侖 ， 下贋 の 中片 と動鈎 の 形態 ，

’
頸板 の 構造 ， 中胸最前部 の 小背板； 1】u ［neral 及 び axillary 　plate

の 形態 と相同・腹板の 内骨樽 胸部 の 背筋 ， 翅脈及 び 翅芽 中 の 気管枝 ， 雄 の 副性器 ，

’
胸腹部 の 中央 神経系 ，

鮭 の 生殖細胞嵬 前腸 が 纏
一
，直腸 気管鰄 幼虫噸 橢 議 肌 て こ 紡 の 髄 に は ，

1譌 欝7
は じ め て 記録 され る形態 で ， 今迄注意 を払 つ て 観察 され た こ と の ない 亀の ， 2。 昆虫類 中特異 な形 態 で あ つ

て 蜻蜻類 に 於 て は じ め て 記録 され る もの ，
3． ム カ シ ト ン ボ に 特異 な 原 始的 形 態 ，

4． ム カ シ ト ン ボ に 特異

（2 ）
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